
k
a
m
a
la
s
ila
 と
法

成

と

の
關

係

(
立

花

)

 

二

二

二

K
a
m
a
la
s
ila
 と
法

成

と

の
關

係

p
h
a
g
s
p
a
 s
a
 lu
 lua
n
 p
a
h
i
 rg
y
a
 c
h
o
r
 h
g
r
 
p
a
 と

『
大

乗

稻

竿

経
随

聴

疏

』

を
中

心

に

立

花

孝

全

K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

と
法
成
と
の
教
理
的
、
年
代
的
系
譜
を
明
ら
か
に
し

う
る

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
我
々
は
稻
竿
経
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

國 

稻
竿
経
は
佛
教
の
根
本
問
題
た
る
十
二
因
縁
を
説
く
。

こ
れ
は

同
時
に
、
「縁
起
を
見
れ
ば
法
を
見
る
、
法
を
見
れ
ば
我
、
す
な
わ
ち

佛
を
見
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
佛
敏
入
門
書
的
性
格
を
も
も

つ
て
お

り
、
古
よ
り
廣
く
受
容
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
梵
文
は
も
と
よ
り
、
漢

繹

『
了
本

生
死
経
』
を
は
じ
め
四
本
の
異
(羅
な
ど
や
、

チ
ベ
ッ
ト
課
に

よ
つ
て
も
明
ら
か
で
、
阿
含
以
來
の
重
要
な
考
え
で
あ
る
。

 
ま
ず
ヂ
ベ
ッ
ト
繹
か
ら
槍
討
し
よ
う
。
稻
竿
経
課
に
は
四
本
あ
り
、

こ
れ
に
封
す
る
註
繹
は
二
本
あ
る
こ
と
が
、
西
歴

八
二
四
年
編
纂

の

「デ

ン
カ
ル
マ
目
録
」

に
示
さ
れ

て
い
る
。
今
は
、
M
.
 
a
s
i
l
a
 

女
史

編
纂
の

「
デ
ン
カ
ル
マ
目
録
」
(
H
.
 
r
.
 
c
c
z
l
i
 
1
9
5
3
 
3
3
2
)
 
に

よ
れ

ば
、

〔X
X
〕
T
b
o
g
 p
a
 ch
o
g
 
p
o
h
i
 
d
i
 
k
a
 
の第
五
四
八
番

と
五
四
九
番
の
二
本
が
そ
の
註
繹
で
あ
り
、
前
者
が
そ
の
題
名
よ
り
し

て
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

造
に
最
も
近

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ

こ

で
、

は

じ

め

に
、

シ

ュ
ロ
ー

カ
数

と

巻

数

と

を
手

が

か

り

に
、

各

版

チ

ベ

ッ
ト
大

藏

経

を

比

較

封

照

し

て
、

子

細

に

そ

の

シ

ュ
ロ
ー

カ
敷

を

調

べ
た

と

こ

ろ
、

「
デ

ン
カ

ル

マ
目

録

」

の
四

五

〇

シ

ュ

ロ
ー

カ

と

ほ

ぼ
同

一
敷

の

シ

ュ
ロ
ー

カ

で
あ

る

こ

と
を

確

認

し
え

た
。

こ
う

見

て

く

る

と
、

題
名

と
巻

数

は
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

造

に

一
致

し
、

シ

ュ

ロ

ー

カ
敷

も

ほ

ぼ

一
致

す

る
。

つ
ぎ

に
、

漢

課

を
槍

討

し

よ
う
。

法

成

の

『
大

乗

稻
竿

経

随

辣

疏

』

(

『
髄
賠
疏
』
)

は

す
く

な

く

と
も
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

の

江
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
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sa
 lg
 lua
 
p
a
h
i
 rg
y
a
 c
h
o
r
 h
g
r
o
l
 p
a
 
(
r
g
y
a
 c
b
o
r
 h
g
r
o
 p
a
)

の
漢

課

で
あ

る

こ

と

は
、

す

で

に
學

者

の
論

じ

た

と

こ
ろ

で

あ

る
。

こ

こ

で
は
、

多

少

つ
け

加

え

る

に

と

ど

め

よ

う
。

『
随

魏

疏
』

に

は
、

多

少

の
異

文
あ

る

い

は
順

序

の
攣

更

な

ど

は
あ

つ

て
も
、

繹

解

に

必
要

な

佛

典

の
引

用
な

ら

び

に
課

文

が

ほ

と

ん

ど
同

じ

で
あ

る
。

た

と

え

ば
、

 

「
大

正
藏

」

八

五
巻

・
五

四

六
頁

一
〇

行

の
、

是

故

解

深

密

経

云

云

云

の
文

句

は
、

ペ

キ

ン
版

チ

ベ

ッ
ト
大

藏

経

・

一
〇

五

巻

・

秩

・

一

七

五

A

の
四
行

の

h
p
h
a
g
s
 p
a
 d
g
o
n
s
 p
a
 n
o
s
 h
g
r
o
l
 p
a
 la
s
…

と

全

く

同

一
で
あ

る

ご
と

く

で
あ

る

し

た

が

つ
て
、

法

成

の

『
随

聰

疏

』

は
、
K
o
m
g
la
s
ila
 の
 
r
g
y
a
 c
b
o
r
 h
g
r
o
ｎ
 p
a
 の
翻

課

で
あ

る

こ

と

は

ほ

ぼ
間

違

い
な

い
。

二
 

そ

れ

で

は
、
H
g
y
a
 c
h
o
r
 h
g
r
o
l
 p
a
 の
附

随

一
五
〇

シ

ュ
ロ
ー

カ
を

い
か

に
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

私

は
、

附

随

シ

ュ
ロ
ー

カ

が

r
g
y
a
 c
h
o
r
 h
g
r
o
l
 p
a
 の
本

文

よ
り

凋

立

し

た

性

格

の

も

の

で

は

な

い
か

と

の
疑

念

を

も

つ
。

そ

こ

で
、

附

随

一
五
〇

シ

ュ
ロ
ー

カ

と

の
關

連

に

お

い
て
、

『
大

乗
稻

竿

経

随

聴

疏

決

』

(
に

『
随
聰
疏
決
』
)
を

吟

味

し

て

み

よ

う
。

 

『
随

魏
疏

決

』

は

そ

の
内

容

か

ら

し

て
、
r
g
y
a
 c
b
o
r
 h
g
r
o
l
 p
a
 と

は
凋

立

し

た
も

の

で
あ

つ

て
、

し
か

も

な

お
、
 H
g
y
o
 c
b
o
r
 h
g
r
o
 
p
a

に
は

不

可
敏

と
思

は

れ
る

因

中

有

果

論

や
從

縁

顯

了

論

が
、

『
喩

伽

論

』

の
文

句

と
ま

つ
た

く

と

い

つ
て

い

い
ほ

ど

に
、

異

な

る

こ
と

な

き

形

で

存

在
す

る

こ
と

を

知

り

う

る
。

し

か

も
、

こ

れ

に

よ

つ

て
、

『
随

鶏

疏

決
』
に
訣
け
て
い
た
文
句
を
お
ぎ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

 

『随
魏
疏
決
』
の
爲
性
尋
□
□
□
□
察

(「大
正
藏
」
八
五
巻

五
五
六
頁

 

C

六
行
目
)
は
、
『
喩
伽
論
』
に
、
一爲
性
尋
恵
爲
桂
観
察

(
「大
正
藏
」

三
〇
巻
・
三
〇
三
頁
C

一
五
行
目
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
補
足
で
き
、
ま
た
、

梵
文
と
藏
文
に
よ

つ
て
も

同
様
に
補
足
で
き
る
。

『
随
聴
疏
決
』
が

『喩
伽
論
』
巻
六
の
、
本

地
分
中
有
尋
有
伺
等
三

地
の
三
、
の
因
中
有
果
論
、
從
縁
顯
了
論
お
よ
び
去
來
實
有
論
の
過
牛
部

分
と
ぽ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
で
訪
る
な
ら
ば
、
y
o
g
a
o
ah
ab
b
n
m
i
 を
重
視
し
た
 
g
a
o
a
h
a
b
b
n
m

が
、

稻
竿
経
に
廣
繹
を
こ
こ
ろ
み
た
場
合
に
、
併
用
副
讃
本
的
意
味
を

も

つ
て
附
加
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

た
だ
シ
号
ロ
ー
カ
敷
よ
り
見
れ
ば
、
r
g
y
a
 ch
or
 h
g
ro
l
 pa
 の
附
随

一
五
〇

シ
ュ
ロ
ー
カ
の
部
分
は
實
際
に
は
、
漢
課

の

『
随
難
疏
決
』
で

あ
る
と
推
定
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
課
の
 R
n
a
l
 hb
y
o
r
 sp
y
o
 
p
a
h
i
 sa

と
比
較
封
照
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
四
〇
数

シ
ュ
ロ
ー
カ
に
す
ぎ

な
い
。
こ
の
場
合
、
繹
解
の
理
解
に
必
要
な
、
計
我
論
、
計
常
論
、
宿

作
因
論
、
計
自
在
等
爲
作
者
論
、
害
爲
正
法
論
、
有
邊
無
邊
論
、
不
死

矯
齪
論
、
無
因
見
論
、
断
見
論
、

室
見
論
、
妄
計
最
勝
論
、
妄
計
清
浄

論
、
妄
計
吉
鮮
論
が
、
附
随

一
、五
〇

シ
ュ
ロ
ー
カ
の
中
か
ら
除
か
れ
た

と
は
思
は
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
十
六
異
論

全
般
の
シ
ュ
ロ
ー
カ
敷
を

見
る
必
要
が
あ
る
。
チ
ベ

ッ
ト
課
 
R
n
a
l
 hb
y
o
r
 sp
y
o
 
p
a
 hi
sa

K
a
m
a
la
s
ila
 と
法

成

と

の
關

係

(
立

花
)

 

二

二

三
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k
a
m
a
la
s
ila
 と

法

成

と

の
關

係

(
立

花

)

 

二

二
四

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
全
禮
で
は
二
〇
〇

シ
ュ
ロ
ー
カ
を
こ
え
る
の
で
、

「デ
ン
カ
ル
マ
目
録
」
記
載
の

一
五
〇

シ
ュ
ロ
ー
カ
と

一
致
し
な

い

が
、
す
く
な
く
と
も
、
『
随
聴
疏
決
』
に
見
る
か
き
り
、
漢
課

『
喩
伽

論
』
の
相
當
部
分
を
宣
州し
つ
つ
も
、
不
必
要
と
思
は
れ
る
部
分
を
省
略

し
、
整
理
統
合
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

 

『
喩
伽
論
』
の
、
「是
故
汝
云
云
」
か
ら

「
是
故
此
論
云
云
」
(「大
正
藏
」

 

三
〇
巻

・
三
〇
四
頁
B

一
二
行
か
ら
二
三
行
目
ま
で
)

ま
で
が
、
『随
聴
疏
決
』
に
歓
け
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

が
十
六
異
論
を
す
べ
て
、
『随
聴
疏
決
』
の
よ
う
に
整

理
統
合
し
た
と
す
れ
ば
、

一
五
〇
シ
ュ
ロ
ー
カ
に
な
り
え
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
定
に
あ
や
ま
り
が
な
い
な
ら
ば
、

rg
y
a
 xh
o
r
 
h
g
ro
l
 pa
 の
附
随

一
五
〇
シ
ュ
ロ
ー
カ
は
、
『
随
魏
疏
決
』

な
る
題
名

の
も
と
に
漢
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
今
日

ま
で

『
随
難
疏
決
』
の
作
者
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
つ

て
、
法
成
が
そ
の
醗
繹
者
で
あ
り
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a

が
著
者
で
あ

る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
 
そ
れ
で
は
、
何
故
こ
と
さ
ら
に
、
Hg
y
a
 cb
o
r
 h
g
ro
l
 pa
 が
、

甘
、
沙
の
地
に
お
い
て
行
な
は
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
史
な
ら
び
に
敦
埠
更
を

見
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
き
わ
め
て
簡
軍
な
要
約
だ
け
に
と
と
め

た
い
。

唐
の
支
配
下
に
あ

つ
た
敦
煙
は
、
西
歴
七
八
○
年
代
か
ら
は
じ
ま
つ

て
八
五
〇
年
代
の
張
議
潮
の
出
現
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
の
支
配
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
政
治
的
手
腕
に
す
ぐ
れ
、
か
つ
學
僧

で
漢
文
に
も
精
通
し
て

い
た
法
成
が
、
え
ら
ば
れ
て
そ
の
地
に
赴
き
、
管
轄
す
る
こ
と
に
な
つ

た
の
で
あ
る
。

四
 
つ
ぎ
に
、
法
成
は
随
嘉
の
語
を
何
故
に
用
い
た
の
で
あ
る
か
に

つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

こ
れ
は
最
も
重
要
覗
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

随
難
の
語
は
、
法
成
の
弟
子
の
智
慧
山
の
も
ち
い
た
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
、
す
く
な
く
と
も
理
解
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
當
然
、
法
成
と

K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

と
の
間
に
も
師
弟
の
ご
と
き
關
係
を
豫
想
す
る

こ
と
が

で
き
よ
う
。
法
成
の
甘

・
沙
の
地
に
お
け
る
年
代
は
、

カ

ノ

ト

ミ

1
 
辛
巳
年
三
月
六
日
爲
記
 
僧
法
成

(絶
観
論
奥
書
)

ミ
ヅ

ノ
ト
ウ
シ

2
 
癸

丑
年
八
月
下
旬
九
於
沙
州
永
唐
寺
集
畢
記

(大
乗
法
経
論
及

廣
繹
開
決
記
奥
書
)

ミヅ
ノ
エイ
ヌ

3
 
壬

戌
年
四
月
十
六
日
於
甘
粛
脩
多
寺
醗
諜

(
ペ
リ
オ
本
、
第
二

二
八
二
)

な
ど
を
論
族
と
し
て
、
學
者
に
よ
つ
て
は
、
辛

巳
年
を
西
歴
八
〇

一
年

と
し
、
癸
丑
年
を
八
三
三
年
と
し
、
さ
ら
に
壬
戌
年
を
八
四
二
年
に
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年

で
は
、
『喩
伽
論
』
巻

第
三
十
九
の
大
中
十
年

(西
歴
八
五
六
年
)
、
あ

る

い
は

『
喩
伽
論
』
巻

第
五
十
二
の
大
中
十
二
年
を
も

つ
て
法
成
在
世
の
下
限
と
す
る
學
者
も

居
る
。
こ
れ
は
、
『
喩
伽
論
』
と

「
分
門
記
」

と
を
同
時
代

に
説

か
れ

た
も
の
と
み
て
の
見
解
で
あ
ろ
う
が
、
は
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
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う
か
。

私
は
、
大
中
年
間
の
尾
署
に
は
法
成
の
名
は
も
は
や
見
ら
れ
な

く
、
從

つ
て
、
智
慧
山
等
を
中
心
と
し
た
年
代
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

つ

ま
り
、
「
分
門
記
」
に
い
う
随
蕪
學
記
の
形
成
と
は
別
個
に
考
え
る

こ

と
が
で
き
、
法
成
の
下
限
年
代
を
西
歴
八
四
〇
年
代
ま
で
に
お
く
こ
と

が
で
き
よ
う
。

 

法
成

の
弟
子
に
智
慧
山
、
幅
慧
、
幅
漸
、
談
迅
、
法
鏡
、
明
照
、
洪

眞
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
居
た
が
、
彼
等
は
師
の
教
説
を
随
聴
の
形
式

で
傳
え
て
い
る
も
の
で
み
り
、
か
つ
、
『
四
分
戒
本
疏
』
に
お
け
る
奥

書
よ
り
推
定
し
て
、
こ
れ
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
ほ
と
ん
ど
同
時
代
に
法

成
に
師
事
し
た
と
す
れ
ば
、
法
成
の
死
後
に
お
け
る
活
躍
は
、
當
然
豫

想
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
年
代
を
大
中
年
間
な
い
し
は
そ
れ
以
後

に
お
く

の
も
妥
當
性
を
鉄
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
し
か
も
、

張
議
潮

一
族
も
熱
心
な
奉
佛
者
で
あ
つ
た
こ
と
を

思
え
ば
尚
更
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
支
配
期
の
敦
煙
佛
教
は
、
前
期
は
法
成

が
、
後
期
は
智
慧
山
な
ど
が
そ
の
代
表
的
學
曾
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
ほ

ぼ
確
實

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
成
に
封
す
る

『
喩

伽
論
』
第
三
十
二
巻
の
談
迅

・
幅
慧
随
嘉
、
な
ら
び
に

「分
門
初
記
」

第
五
十

三
巻
の
沙
門
智
慧
山
随
聴
學
記
も
難
な
く
理
解
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

 
何
れ

に
も
あ
れ
、
法
成
と
そ
の
弟
子
達
と
の
随
難
關
係
は
こ
の
よ
う

な
意
味
に
理
解
し
う
る
と
す
れ
ば
、
法
成
の
い
う

『
随
鶏
疏
』
の
随
聴

さ
せ
た
人
は
、
K
a
m
a
a
s
i
l
a
 
以

外
の
者
で
あ
る
は
ず

は
な

い
。
こ
の

こ
と
は
、
『随
聴
疏
』
と
 H
g
y
a
 
c
h
o
r
 
h
g
r
o
l
 
p
a
 
と

の
比
較
封
照
に
よ

つ
て
確
か
め
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
か
ぎ

り

に
、お

い
て
は
當
然
、

K
a
m
a
a
s
i
l
a
 
の

講
莚
下
に
お
い
て
法
成
が
随
嘉
し
た
も
の
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
敢
理
的
に
は
喩
伽

・
中
観
系

の
關
係
に
あ
つ
た
こ
と
は

曲
實
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
y
o
 sos
 sd
o
 の
 
l
t
a
 
b
a
h
i

p
a
r
 を
法
成
は
部
分
的
に
参
照
し
て
お
り
、

更
に
又
、
s
an
tara
k
sita

の
 
b
u
a
n
 

cb
u
b
 som
s
 p
a
hi
 sd
om
 p
a
 n
i
 sg
p
a
 を
課
出
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
つ
て
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
K
a
m
a
la
sila
 生
存
年
代
の
下
限
に
つ
い
て
は
、
諸
説
中
で
西
歴

七

九
〇
年
代
が
最
有
力
で
あ
る
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五
 
法
成
は
お
そ
ら
く
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

の
稻
竿
経
の
廣
繹

の
講
莚

下
に
あ

つ
て
、
親
し
く
そ
れ
を
随
聴
し
、
そ

の
結
果
、
『
随
聴
疏
』
を

訳
出
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

に
あ

つ
て

は
、
副
讃
本
的
必
要
性
を
も
つ
た
y
o
g
ac
a
rab
h
q
g
i
 の

一
部
分
を
法

成
は

『
随
聰
疏
決
』
と
し
て
受
け
と
り
、
漢
課
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
rg
y
a
 cb
o
r
 
h
g
r
e
l
 
p
a
 
の

附

随

一
五
〇

シ
ュ
ロ
ー
カ
は
恐

ら
く
は
こ
の

『
随
聰
疏
決
』
の
底
本
と
な
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

K
am
a
la
sila
 と
法
成
と
の
間
に
お
け
る
随
魏
の
關
係

は
、
法
成
と

智
慧
山
な
ど
の
随
聴
の
關
係
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
明
ら
か
に
し
え
よ
、

う
。
し
か
も
、
敢
理
的
に
は
喩
伽

・
中
観
系
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
え

よ
う
。
我

々
は
、
K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

と
法
成
と
の
年
代
的
、
数
理

的
考
察

の
手
が
か
り
を
實
に
、
稻
竿
経
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

K
a
m
a
l
a
s
i
l
a
 

と
法
成
と
の
關
係

(
立

花
)
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